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ら
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ラ
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友
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と
感
激

大
阪
工
業
大
学
の
活
動
報
告
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寵
柴
醒
詔
塞
幹

1
“
は
じ
め
に

工
学
部
の
環
境
工
学
科
で
は
、
平
成
動
年
8
月
6

日
か
ら
1
2
日
ま
で
の
日
程
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
中
央
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
に
あ
る
パ
ラ
ン
カ
ラ
ヤ
大

挙
か
ら
、
学
生
的
名
と
引
事
故
良
工
名
を
招
陣
し
、

「
大
都
市
大
阪
の
水
環
境
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
的
調
査
」
の
テ
ー
マ
で
国
際
P
B
し
(
申
告
c
t

B
卦
緯
d
黒
a
‡
つ
g
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
境
を
越
え
た
社
会
・
擢
済
活
動
が
ま
す
ま
す
塵

ん
に
な
る
な
か
、
大
学
教
育
の
現
場
に
は
、
学
生
に

国
際
交
流
の
機
会
を
多
く
与
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

・
点
を
酒
蒸
し
、
国
際
的
に
活
動
で
き
る
人
材
を
苗
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か

ら
、
大
阪
工
業
大
学
は
教
育
方
針
に
国
際
交
流
の
重

視
と
国
際
性
を
掲
げ
、
パ
ラ
シ
カ
ラ
ヤ
大
学
と
は
2

0
1
5
年
に
包
括
的
な
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
本
学
で
は
、
課
題
を
設
定
し
学
生
遠
が
協
力
し

て
そ
の
解
決
法
を
考
え
る
、
P
B
L
型
の
授
葉
に
も

カ
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
実
施
し
た
国
勝
P
B
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
環
境
工
学
科
の
学
生
が
パ
ラ
シ
カ

ラ
ヤ
大
学
の
学
生
と
混
成
チ
ー
ム
を
作
り
、
3
つ
の

サ
ブ
テ
ー
マ
・
に
分
か
れ
て
課
題
解
決
に
取
り
温
み
ま

し
た
。

2
“
バ
ラ
シ
カ
ラ
ヤ
大
学
と
の

国
際
P
巨
」
実
施
の
背
景

現
墳
工
学
科
と
パ
ラ
シ
カ
ラ
ヤ
大
学
が
共
同
で
実

施
す
る
国
際
P
B
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
回
で
3
回

目
と
な
り
ま
す
。
過
去
2
回
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
中
央
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
パ
ラ
ン
カ
ラ
ヤ
周
辺
の

熱
帯
泥
炭
湿
地
林
に
お
け
る
環
境
-
生
物
質
涼
調

査
」
窒
ナ
ー
マ
に
、
パ
ラ
シ
カ
ヲ
ヤ
大
学
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。
カ
リ
マ
ン
タ
ン
に
は
熱
帯
泥
炭
湿

地
林
と
呼
ば
れ
る
森
林
が
広
く
分
布
し
、
数
多
く
の

固
有
積
が
生
息
す
る
世
界
で
も
有
数
の
生
物
多
穏
怪

プログラム 

1日日 
関西空港到着 大脇工纂大学ロボテイクス"デザイン学割オープンキャンパス見学 

2白目 
関原式 カントリ葛レポート 持別強電 

ウエルカム・パーティー 

3日日 
大阪露内応周辺でのフィールドワークI・Ⅱ 
大阪管区気象台見学 

4日日 
淀川でのフィールドワークⅢ 

あぺのハルカス環境巴虚型撞粒見辛 

弓日日 

各テーマの輝電 
サンプル“データ分析 
結果のまとめ 

6日日 
成其のプレゼンテーション 閣議式 

海道館最早 
さよならパーティー 

7日昌 関西空霜にてお別れ 

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
し
か
し
、
1
9
1
0
年

代
以
降
、
開
発
な
ど
に
よ
る
急
救
な
泥
炭
湿
地
林
の

消
失
"
乾
燥
化
が
進
み
、
乾
季
に
は
大
規
模
な
森
林

火
災
が
発
生
す
る
た
め
、
泥
炭
と
し
て
苦
横
き
れ
て

い
た
大
貴
の
炭
幕
が
C
O
2
と
し
て
大
気
中
に
放
出

さ
れ
る
巨
大
を
排
出
源
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
パ
ラ
ン
カ
ラ
ヤ
市
を
流
れ
る
カ
ハ
ヤ
シ
川
の
上

流
域
は
、
小
規
模
な
砂
金
の
採
掘
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
て
お
り
、
水
銀
に
よ
る
大
気
"
水
質
の
汚

染
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
は
十
分
な
庫
葉
物
処
理
の
仕
粗
み
が
轟
儲
き
れ
て

お
ら
ず
、
ゴ
ミ
問
題
は
重
要
な
裸
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
国
で
も
環
境
問
題
へ
の
関
心
は
高
く
、
本
学

環
境
工
学
科
と
の
連
携
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

3
“
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
実
施
内
容

8
月
6
日
に
関
西
空
港
に
到
着
し
た
一
行
は
、
午

後
か
ら
本
学
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
&
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、
最
新
の
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
亜
7
日
は
開
詣
式

で
し
た
が
、
あ
い
に
く
台
風
1
5
号
が
接
近
し
て
い
た

た
め
、
急
ぎ
足
で
自
己
紹
介
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー

ト
、
そ
の
後
、
本
学
環
境
工
学
科
の
上
水
"
廃
棄

物
・
エ
ネ
ル
ギ
1
を
専
門
と
す
る
教
貝
合
名
、
パ
ラ

ン
カ
ラ
ヤ
大
学
の
ス
ル
ミ
ン
故
括
に
よ
る
特
別
語
義

を
行
い
ま
し
た
。
8
日
は
午
前
中
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
工
と
Ⅱ
を
大
阪
城
の
内
堀
周
辺
で
行
い
、
午
後

か
ら
大
阪
管
区
気
象
台
を
見
学
し
、
9
日
は
午
前
に

フ
ィ
ー
ル
ワ
ー
ク
皿
と
し
て
淀
川
の
水
質
調
査
を
行
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い
、
午
後
か
ら
日
本
一
高
い
商
業
ビ
ル
ヶ
あ
へ
の
ハ

ル
カ
ス
ク
の
環
境
配
慮
型
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

同
日
は
缶
サ
ブ
テ
ー
マ
担
当
教
貝
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ

ー
の
後
、
班
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
集
め
た

サ
ン
プ
ル
や
デ
ー
タ
を
分
析
士
結
果
を
プ
レ
ゼ
ン

に
ま
と
め
る
作
韓
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
と
な
る

山
口
の
午
前
中
に
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
諾
評
の
後
、
学
生
遠
に
修
了
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
夕
方
の
さ
よ
な
ら
パ
1
1
T
ィ
ー
で
は
、

全
貝
が
塵
加
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
出
に
合
わ
せ
て

の
伝
説
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
、
全
日
程
を
終
え
ま

し
た
。

4
“
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

学
生
達
は
初
日
に
自
分
た
ち
の
国
の
自
然
"
社
会
葛

環
境
を
お
互
い
に
紹
介
す
る
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
が
、
同
じ
大
学
生
の
目
線
か
ら
紹

介
さ
れ
る
内
容
は
、
お
互
い
の
国
の
共
通
点
と
異
な

る
点
に
つ
い
て
、
理
解
を
淀
め
る
よ
い
残
余
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
課
題
に
協
働
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
学
生
間
に
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
強
い
つ
な
が

り
を
持
つ
よ
う
に
捻
っ
た
こ
と
は
、
相
互
塑
焙
と
将

来
の
連
携
と
い
う
点
か
ら
大
き
な
成
果
と
言
え
ま
す
。

垂
加
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
た
ち
か
ら
は
、

今
回
、
日
本
に
曳
け
る
最
新
の
科
学
捜
術
の
一
端
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
横
合
が
あ
れ
ば
将
来
、

是
非
口
車
で
勉
強
し
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
方
、
本
学
環
境
工
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
外

国
人
学
生
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
十
シ
ョ
ン
を
と
り
、

協
力
し
て
課
題
の
解
決
に
取
り
姐
ん
だ
こ
と
は
、
質

重
な
籠
験
に
な
る
と
共
に
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
よ

う
で
し
た
章
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
契
機
に
、
大
学

院
へ
の
進
学
や
社
会
人
と
し
て
海
外
で
活
動
す
る
こ

と
を
積
極
的
に
考
え
る
学
生
も
現
れ
て
お
り
、
私
達

教
員
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

のぞ
ノ
’
l
ヽ

与
.
今
後
の
展
望

国
際
P
B
し
の
実

施
は
学
生
の
派
遣
と

)
提
携
枝
か
ら
の
受
け

姥
入
れ
の
両
方
を
行
う

プレゼンテーション

フィールドワーク

関係者の鎮台写真

必
巽
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
相
当
の
費

用
が
必
要
で
あ
り
、

今
回
、
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
助

成
を
利
用
し
て
本
学

で
国
際
P
B
己
を
実

施
で
き
た
こ
と
は
、

非
常
に
あ
り
が
た
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

引
率
の
ス
ル
ミ
ン
教

授
か
ら
は
、
パ
ラ
ン

カ
ラ
ヤ
大
学
の
学
生

に
と
っ
て
日
本
の
科

学
苺
術
に
触
れ
、
大

き
な
刺
激
を
受
け
た

こ
と
、
国
際
的
な
視

野
を
も
っ
て
勉
強
す

る
契
機
に
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り

日
本
の
同
世
代
の
友

人
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
番
え

難
い
軽
蔑
で
あ
っ
た

と
の
感
想
が
述
べ
も
.

れ
ま
し
た
。
私
達
も

こ
の
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
ブ
ラ
ン
を
活
用

し
て
、
引
き
続
き
国

際
P
B
し
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。


